
九州地方整備局 

平成２３年９月２７日 １８：００現在 

平成２３年台風１２号被害に関する九州地方整備局の取り組み
（第１１報）

～緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）の派遣・活動状況等について～

　平成２３年台風第１２号に伴う大雨（８月３０日～９月５日）により、紀伊半
島を中心に洪水氾濫、土砂崩れなどが発生し、大きな被害が発生している
ことから、九州地方整備局では、本日までにＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ隊員のべ６７３
名、災害対策用ヘリコプター（はるかぜ）、衛星通信車、排水ポンプ車等の
機材７台を派遣し現地支援を行っています。
　
　和歌山県管理の河川の被災状況調査結果について、本日２７日に和歌山
県に報告しました。明日２８日より、奈良県管理の河川の被災状況調査等を
新たに実施する予定です。
　
　本日２７日新たに５名のＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ隊員を派遣しました。

１．派遣状況

～派遣実績～

【人的派遣】　　６７３人・日【のべ人数（９月２７日現在）】

　●９月　８日　　１５名（河川の被災状況調査等）

　●９月　９日　　１２名（道路の被災状況調査等）

　　　　　　　　　　 　２名（現地被災状況調査班への調整・指示等）

　●９月１１日　　　３名（道路の被災状況調査等）

　●９月１３日　　　９名（河川の被災状況調査等）

　●９月１４日　　　７名（被災状況調査等）

　●９月１５日　　１１名（道路の被災状況調査等）

　●９月１６日　　　６名（被災状況調査等）

　●９月２０日　　　８名（河川の被災状況調査）

　●９月２１日　　　９名（被害状況調査等）

　●９月２７日　　　５名（河川の被害調査等）

【機材等の派遣】※現在、ヘリコプター以外は、近畿地方に派遣中

　●９月５日　　災害対策用ヘリコプター（はるかぜ）（9月13日帰還）

　●９月９日　　排水ポンプ車　１台（１５０m3/分）、衛星通信車　　１台

　　　　　　　　　 Ｋｕ－ＳＡＴ　２台、排水ポンプ車　２台（高揚程型３０m3/分）
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【全国の派遣状況（参考）】

　●ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ　９月４日～　のべ３,７９７名（9月25日14時現在）

　●リエゾン　　　　　　９月４日～　のべ　５０４名（9月25日14時現在）

　●災害対策用ヘリコプター　９月４日～　計７機（9月25日14時現在）

２．活動状況

■九州地方整備局　ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ　の活動状況

【現地支援班】

　近畿地方整備局及び和歌山県庁・奈良県庁において災害現場に派遣されている被

災状況調査班に対する調整・指示及び調査進捗状況の把握等を行っています。

【被災状況調査班（道路）】

　９／９から９／２２の１４日間において被災状況調査を実施し、被災自治体にその調

査結果を報告（既に帰還）

【被災状況調査班（河川）】

　和歌山県東牟婁（ひがしむろ）郡那智勝浦（なちかつうら）町において、和歌山県管理の那

智川（なちがわ）水系の被災状況調査等を行っておりましたが、調査が終了したため、そ

の被災状況調査結果を本日２７日に和歌山県に報告しました。引き続き、明日２８日よ

り、奈良県管理の河川の被災状況調査等を新たに実施する予定です。

【情報通信班】

　奈良県吉野郡野迫川（のせがわ）村において衛星通信車、Ku-SAT（衛星小型画像伝送

装置）を設置し、土砂崩れによる河道閉塞状況の監視を行っています。

■災害対策用ヘリコプター（はるかぜ）

　九州地方整備局の災害対策用ヘリコプター　（はるかぜ）は９月４日～１３日にかけ

て、和歌山県等の上空からの被災状況調査を行いました。

【問い合わせ先】

　国土交通省　九州地方整備局　応援対策本部

企画部　建設専門官　久留
　　　　電　話：０９２－４１４－７３０１(本部直通)
　　　　F A X ：０９２－４８１－９２１０(本部直通)

ひさどめ

※今般の被災状況調査に対し、和歌山県副知事より感謝のお言葉をいただきました。

和歌山県庁にて調査結果の報告状況



※リエゾンとはフランス語で連絡・連携や橋渡し、繋ぐといった意味。

　リエゾン派遣は、自治体が災害対応に追われ、整備局との間で十分な連絡・連携が

出来ない場合、連絡窓口として整備局職員を直接自治体へ派遣し、整備局・自治体相

互の情報共有や、ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥやヘリコプター・照明車等の災害対策用機械等の自

治体への応援派遣に係る調整、災害復旧等の支援に関する自治体からの相談受付・

整備局への伝達等を行い、迅速かつ的確な災害対策及び災害支援に資することを目

的としています。

緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）とは

■目　的

　ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥとは、大規模自然災害が発生し、又は発生するおそれがあ

る場合において、被災地方公共団体等が行う、被災状況の迅速な把握、被害の発

生及び拡大の防止、被災地の早期復旧その他災害応急対策に関する技術的な支援

を円滑かつ迅速に実施することを目的としたものです。

災害対策現地情報連絡員（リエゾン）とは

■主な任務

　被災地方公共団体等が行う災害応急対策に対する技術的な支援を行います。

　　①被災状況の迅速な把握

　　②被害の発生及び拡大の防止

　　③被災地の早期復旧

【 参  考 】
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